














はじめに 

心身障害児・者施設の機能として,通所および入所児・者に対する処遇のみでなく,地域の

在宅障害児および地域社会そのものに対する積極的なかかわりが求められており,近年欧

米諸国をはじめわが国各地の施設も,地域社会への機能やサービスのオープン化を模策し

ている。 

本研究においても,分担研究者らの所属する法人が運営する,精神薄弱(幼)児通園施設青い

鳥愛児園(横浜市磯子区)における児童の療育実践を中心に,施設のオープン化をどのよう

にすすめるか,またその過程における隣路と打開策にはどんなものがあるのかということ

について,実践的に検討してきた。 

初年(昭和 54 年)度に実践報告した研究事項を引き続き継続発展させるとともに,以下の三

点に重点的な取り組みを行なってきた。 


